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令和６年第１回中津川市教育委員会（定例会）議事録 

 
 

日    時  令和６年１月２４日（水） 午後１時３０分～ 

 

場    所  にぎわいプラザ ４－１会議室 

 

出席委員  教育長  岩久 義和 

              委 員  田島 雅子 三尾 和樹 橋本 あみる 山本 亮 

 

事務職員  三宅事務局長・氷室教育次長（兼）学校教育課長・河合事務局次長

（兼）教育企画課長・吉村文化スポーツ部次長（兼）文化振興課長

（兼）市史編さん室長・松原教育研修所長・伊藤施設計画推進室

長・安江幼児教育課長・青木発達支援センターつくしんぼ所長（兼）

発達支援センターどんぐり所長・園原阿木高等学校事務長・渡邉文

化スポーツ部対策官・早川生涯学習スポーツ課長（兼）少年セン

ター所長・青木図書館長（兼）蛭川済美図書館長・宮嶋鉱物博物館

長（兼）東山魁夷心の旅路館長 

 

会議日程  １ 開            会 

      ２ 前回議事録の承認 

      ３ 教 育 長 報 告 

      ４ 議            事 

      ５ 閉 会 

 

  

日程 議  事 件    名 結 果 

第１ 議第１号 令和６年度中津川市教育委員会主要事業について 承 認 

第２ 議第２号 
中津川市教育委員会の附属機関の委員の委嘱につ

いて 
承 認 
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■教育長 本日は４名の委員の出席を確認し、ただいまから令和６年第１回中津川

市教育委員会を開催いたします。 

 日程第２、前回議事録の承認につきましては、回議といたします。 

 続いて、日程第３、教育長報告を行います。前回の定例会以降に出席した主な行

事を中心に報告します。 

 １２月１４日は教頭会と県教育委員会との人事懇談に出席しました。この墾談は

１９日と２１日にも行い、全校長との人事に係る懇談を終えました。１５日は総合

教育会議を開催させていただきました。学校等の適正配置計画並びに土日部活動の

地域移行について、資重なご意見を頂戴しました。ありがとうございました。２２

日は市議会最終日、２５日は蘇南高等学校地元市町村協議会に出席しました。２７

日は管理職任用第２次選考に係る事前勉強会を行なったのですが、そこに記載がな

いのは、私が２６日にインフルエンザに罹患し、２７、２８日と仕事を休ませてい

ただいたためです。 

 年が改まり、５日は他市に赴任している校長４名か来庁してくれました。とても

元気な様子で近況報告をしてくれました。７日は二十歳の集いに出席しました。今

年は概ねコロナ禍前の方法に戻すことができました。人生の節目を迎えた皆さんの

爽やかな表情や式に臨む姿がとても良く、とても素敵な式典になりました。文化ス

ポーツ部の皆さん、お疲れさまでした。１０日は毎年審査委員長として参加してい

る消防職員意見発表会に出席しました。１２日は都市教育長会役員会に、１３日は

消防出初式に出席しました。１５日以降は市長・市議の補選の当選証書付与式、青

山市長の退任式、小栗市長の着任式に出席しました。なお､本日夜に予定していた

教育評価委員会は、この天候のため延期の方向にしています。ご承知おきください。 

 続いて今後の主な行事です。２６日は東濃地区教育長会に出席します。２９日は

伊勢市との給食交流会が付知南小学校で行われ、市長、議長らとともに出席します。

３１日は校長研修会に、２月７日は教頭会、９日は岐阜県都市・町村教育長冬期合

同研修会に出席します。私からは以上です。 

 次に事務局及び文化スポーツ部からそれぞれ報告をします。 

三宅事務局長。 

■事務局長 初めに年明け以降、市の信用失墜につながる事案が立て続けに発生し

たことは、誠に遺憾であり深くお詫びいたします。今後二度とこのようなことがな

いよう職員一同気を引き締めてまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願い

したします。この件に伴い、１月１１日に臨時に四役・部長会と事務局連絡会を開

催し、全職員に綱紀粛正と職務規律の徹底を周知しました。 

 前回以降の主な出席行事について報告します。１２月１４日に教頭会、１５日に
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皆様方にご出席をいただいた総合教育会議、１８日に花王様からの寄附受領式、１

９日に市指名審査委員会、２０日に幼保管理職候補者試験、２１日に定例記者会見、

２８日に仕事納式、年が明けて１月４日に仕事始式と四役・部長会、７日に二十歳

の集い、９日に末松先生とのウェブでの打合せ、１３日に消防出初式、１５日に市

長と市議会議員に当選された方の当選証書付与式、１７日に県教育長の福岡小学校

の視察への対応、１９日に青山市長の退任式、２２日に小栗市長の就任式と四役・

部長会、市指名審査委員会に出席いたしました。 

 次に１２月市議会は、１２月１８日に予算決算委員会、２２日に本会議最終日が

行われ、全て可決をいただきました。 

 今後の予定です。１月２４日、本日、教育評価委員会の予定でしたが、悪天候に

より延期になりました。２５日に定例記者会見と幼児教育・保育施設運営協議会、

２９日に伊勢市との給食交流会を付知南小学校で行います。３１日に校長会と坂本

まちづくり協議会教育文化部会、２月７日に教頭会が予定されています。以上です。 

■教育長 続いて文化スポーツ部からお願いします。 

代理で吉村次長、お願いします。 

■文化スポーツ部次長 文化スポーツ部に関わる主な行事や事業について報告しま

す。１２月１４日、令和５年度第２回目の落合本陣整備計画策定委員会が開催され、

史跡調査結果による報告を受け、建物等の価値付けや保存範囲などについて協議さ

れました。１５日、国民体育大会カヌー競技２種目で優勝のほか、２０２３年アジ

アカヌースラローム選手権大会でも優勝した田中雄己選手（第一中学校出身）が、

パリオリンピック２０２４出場枠を獲得され、喜びの報告をされました。当市にお

いてはパブリックビューイングなどを実施し応援したいと計画しています。１７日、

蛭川歌舞伎公演が４年ぶりに開催され、地元の子供たちを含む２８人が情感たっぷ

りの演技で観客を魅了しました。２０日、図書館協議会が開催され、第二次図書館

サービス計画策定について協議されました。２１日、令和４年に２千万円の寄附を

頂きました増田元昭氏の紺綬褒章伝達式を市役所で行いました。寄附金の一部を使

用し、図書配本用車両の更新をさせていただきました。また、第２回部活動の地域

移行検討委員会では、今回から保護者クラブ代表者８名にも参加いただき、具体的

な検討に入っています。２６日、３Ｄプロジェクション歌舞伎が愛知県岡崎市の岡

崎城二の丸能楽堂で初開催され、東濃歌舞伎中津川保存会が実演し、伝統芸能とデ

ジタルアートの映像が融合した３Ｄプロジェクションとして、岡崎城の夜が幻想的

な雰囲気で包まれました。１２月２６日は徳川家康の生誕の日ということでイベン

トが開催されたものです。 

 １月７日、令和６年二十歳の集いは対象者８３５人中６５１人の参加を得て厳粛
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な雰囲気の中で行われ、代表者３名により二十歳の誓いが力強く宣言されました。

また、田島委員にも代表で参加いただきありがとうございました。２３日、全国の

Ｂ＆Ｇ所在自治体の市長・教育長等が参加するＢ＆Ｇサミットが東京で開催され参

加しました。なお、市長・教育長にも出席いただきました。 

 今後の予定です。１月２６日、リレーマラソン実行委員会で、第７回大会の令和

６年５月２６日の開催に向けた協議が行われます。同日、文化財防火デーに伴う消

防署の火災防御訓練が苗木城址で行われます。３０日、中津川市文化協会長会議が

開催されます。２月７日、福島県石川町議会の常任委員会が鉱物博物館を行政視察

されます。以上です。 

■教育長 ただいまの報告につきまして、ご質問等がありましたらお願いします。 

 田島委員。 

■田島委員 三宅事務局長に伺います。１月９日に末松先生と打合せされたという

ことですが、末松先生の様子を教えてください。 

■教育長 三宅事務局長。 

■事務局長 打合せの目的、内容は、令和７年８月に第３０回のＧＳＳＳ（岐阜サ

マー・サイエンス・スクール）を迎える予定です。今年の８月が第２９回なのです

が、今からざっくばらんな打合せを月１回ぐらい定期的にしているところです。先

生もご高齢ですがしっかりしておみえで、３０周年に向けた意欲には並々ならぬも

のがあります。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 教育長の１２月２５日の蘇南高等学校の地元市町村協議会は、地域間

協定で何か変化があったのか、今まで通りなのか、お聞かせください。 

■教育長 この会議は、蘇南高等学校がある南木曽町並びに近隣の村、それから中

津川市が参加しているものです。岐阜県教育委員会が長野県教育委員会と結んでい

る協定があり、近隣地域で高校生が相互に、長野県から岐阜県の高校に、岐阜県か

ら長野県蘇南高校に行ってもいいことになっています。その関係で私も参加してい

ます。定例の会議ですし、中身については大きな変更もなく、蘇南高校のエリアと

中津川市の中央線沿線の高校に越境して入学できるという協定については変更あり

ません。 

 今回特に話題になったのは、木曽南部の児童生徒数がものすごく減っているとい

うことで、いかにして地元唯一の高等学校である蘇南高等学校を活性化し存続させ

るのか、そのために地元町村にどんな努力ができるのかということで、町長、村長、

両議長も出席されました。本当に真剣に考えてみえますし、県立高校であるにもか

かわらず、南木曽町は町費の一部を学校サポートに使うということも実施していま
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す。今後も続けたいと首長自ら意見を述べてみえました。加えて、南木曽町長自身

がこの会議の会長でもあり、「大事な高等学校だから行政、地域住民一体となって

しっかり守っていこう」という姿勢が極めて強く受けて取れる会議でした。 

 ほかはよろしいですか。 

 ご質問等がないようでございますので、日程第４、議事に入ります。 

 議事日程第１ 議第１号「令和６年度中津川市教育委員会主要事業について」提

案説明をお願いします。まず教育委員会のものを説明し、ご質問を受けます。その

後、文化スポーツ部について審議いただき、議決は最後にまとめて行います。 

 河合事務局次長。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■教育長 教育委員会分について説明させていただきました。教育企画課から順に

ご意見、ご質問を頂戴します。教育企画課の主要事業についてご意見、ご質問があ

りましたらお願いします。 

 田島委員。 

■田島委員 ４ページの総合教育会議等の開催というところで、年に２回ぐらいは

というお話でしたが、河合課長がおいでになってからは懇談会を行なった覚えがな

いですよね。年１回だけ総合教育会議ということで市長と私たちが対面してお話し

できるということなのですが、懇談会は覚えておられませんか。 

■教育長 懇談会は覚えています。今から１０年ぐらい前はフォーマルな形での総

合教育会議がありました。それがどこまで続いていたか、私はここに籍がなかった

ので分からないのですが。もう一つ、インフォーマルなものを設けていました。そ

れは議事録も作成しないで、首長、教育委員、当時は教育委員会制度も違っていた

ので教育長も入ってざっくばらんに話をするもので、その会を懇談会と称していま

した。実質的にフォーマルなものとインフォーマルなものが１回ずつあって、年２

回という形でした。 

■田島委員 確かにインフォーマルとフォーマルなものがあり、録音をしないので

そのときには本音が話せました。本当にざっくばらんにお話しし、私たちがやりた

いこと、市長の思っておられることなど忌憚ない話ができたのが懇談会でした。総

合教育会議に向けてという形でもありました。あまり角張ってないけれども私たち

の教育に対する情熱のようなものを聞いていただく会がありました。ここにまだそ

の言葉が残っているので、年に、懇談会を１回、総合教育会議を１回やるという考

え方はいかがでしょうか。 
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■教育長 河合事務局次長。 

■事務局次長 今お話しいただいたように、環境がいろいろな形で変わってきて整

いつつあると思っています。例えばコロナが明けた、市長が変わったという環境の

変化がありますので、今のようなお話を頂きながら総務課と協議してまいりたいと

考えています。 

■教育長 開催時期については、事務局のプランはありますか。 

 河合事務局次長。 

■事務局次長 例年、主要事業についてテーマを設けてお話しするのですが、テー

マについては年度の目玉として協議いただき、また、教育委員会事務局としてずっ

と動いているので、そういうところについて市長、教育長、教育委員とで認識を高

めることができればと思います。その趣旨で、年度当初と年度末もしくは年末にで

きればいいと考えています。 

■教育長 文化スポーツ部も含めてですが、教育・文化に関わるさまざまな施策を

次年度予算に反映することができるようにうまく総合教育会議を活用したいという

ご意見も、以前から委員さん方から伺っていますので、そんなことも含めて、次年

度の計画を事務局で文化スポーツ部とともに検討し、より良いものにしていただけ

るとありがたいと私も思います。よろしくお願いします。 

 橋本委員。 

■橋本委員 教育企画課と施設計画推進室それぞれに、「学校規模等適正化事業の

推進」が行われると書いてあるのですが、どのように連携しているのか。また、保

護者と地域への議論、説明の順番、タイムスケジュールのマニュアル的なものがあ

れば教えてください。 

■教育長 河合事務局次長。 

■事務局次長 適正化については、基本的に、幼児教育の部分と学校の部分があり、

小中給食調理場については施設計画の方で現場対応し、幼保こども園については幼

児教育の方で現場対応とし、教育企画課はハブの役割で、計画自体と進捗管理のと

ころで共有して参加していきます。 

 あと、タイムスケジュールは、それぞれ個別の園、学校について、これまでのテ

ンプレート的なものを、基本的な部分は今後も流用して活用していきます。ただ、

それぞれ地域の考えや保護者の考えがありますので、その辺は杓子定規にならない

よう、地域性を考慮しながら変更しつつ適用していきます。 

■教育長 施設計画推進室から追加はありますか。 

■施設計画課 ありません。 

■教育長 幼児教育課はいかがですか。 
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■幼児教育課 大丈夫です。 

■教育長 橋本委員。 

■橋本委員 移動教育委員会のとき、統合について、事務局や行政サイドでは、ま

だ決まってないので説明することもそんなにないという状況でも、保護者は噂など

から「合併するのではないか」というのがありました。情報の受け手と出し手のタ

イミングがちょっと違うと感じます。保護者が噂で議論や自分の考えを持つことな

く、正しい情報で判断された方がいいと思うので、その辺のタイミングを見計らっ

ていただければと思います。 

■教育長 ご示唆として承ります。ありがとうございます。 

 田島委員。 

■田島委員 教育企画課の、移動教育委員会について。コロナのときと今年度、あ

あいう形でユーチューブを見ていただいたのですが、以前の形に戻すことは考えて

おられませんか。 

■教育長 河合事務局次長。 

■事務局次長 ユーチューブの配信を２か年やって見えてきたものが一つあります。

それは、教育委員会事務局もしくは文化スポーツ部として、今回のような主要事業、

伝えたい内容をできるだけ幅広く皆さんにお伝えする手段としては有効だというこ

とです。ただ、直接話すとより具体に吐露される部分もあると思いますので、今後

は可能な限り現場に行く機会を設けたいと考えています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 コロナ前に何十回と移動教育委員会をやっていらっしゃって、ちょっ

と詰まってきたというところも見えていました。各々グループになってやっていた

ときが最後で、親たちの悩み事を出すという状態だったのですが。移動教育委員会

に代表で来た方はＰＴＡなどの重要な役割をやっている方々です。ＰＴＡ活動が今

あちこちで非常に弱くなっている、行方不明状態になっているというニュースを聞

いていますので、一つの伝達手段として、ＰＴＡの上の方々が末端の方々に頂いた

資料を渡していくという行為も、ＰＴＡの活性につながると思っています。できれ

ばまた対面でやるといいと私は考えています。 

■教育長 新市長の公約の中に、市民との対話を広く実施したいというのがありま

す。中身はどんなテーマになるか分かりませんし、どんなやり方を市長が望んでい

るかも分からないのですが、そういった対話集会的なものをやるとなると、教育も

その内容に入ってくる可能性が十分あります。なので、今後、市と市民との対話集

会がどのように持たれていくのかというところも考えざるを得ないと思います。 

 もう一つは、各単Ｐの活動が、コロナ禍を経て少し勢いがないというところがあ



 8 

りますし、もっと言えば、ＰＴＡ活動は本当に必要なのか、市Ｐ連は本当に機能し

ているのか、さらに言えば市Ｐ連も必要なのか、もっと上の方に目を向けると、全

国のＰＴＡ連合会が本当にどんな活躍をしてくれていて、その活動がどれだけ子供

たちのため、親のためになっているかということが今非常に問われています。私た

ちが話題にした移動教育委員会のテリトリーだけで収まらないと思うのです。 

 来年度については、今この状況の中で、教育委員会として何を求めるのか、移動

教育委員会はどうするのかということを模索していく、ベターなものは何かを見つ

けていく。その中には動画配信の成果も当然入ってくるので、そんなことを一年で

しっかり見極めていって、時間を有効に使いたいと思っています。またそのときど

きお気づきのこともあると思いますし、ご意見を伺うことが多いと思うので、ぜひ

大所高所からのご示唆をいただけるとありがたく思っています。よろしくお願いし

ます。 

 田島委員。 

■田島委員 施設計画推進室のところです。非常に大きな福岡の統合があったので

すが、これからもいろいろなことで適正化を進めていくということですが、例えば

福岡の様子や、今はどんなふうに進んでいるということを出していくコーナー、お

便りなどはやっていますか。 

■教育長 伊藤施設計画推進室長。 

■施設計画推進室長 今協議している落合・神坂では、各協議の後、地域事務所の

地域版広報で地域の皆さんにお知らせし広げています。福岡では、統合準備委員会

便りでお知らせし、ホームページでも掲載しています。以降も各地域の皆様への情

報は、地域版広報や広報を通じてお知らせしたいと思っています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 教育委員会にとってはとても大切な事業ですので、できるだけ大きい

位置で知らせて常に啓発していけるようにお願いします。 

■教育長 統合の成果をしっかり検証して示しなさいというご意見だと思いますの

で受け止めてください。 

 ほかはよろしいですか。 

 では、学校教育課分について、ご意見、ご質問はありませんか。 

 山本委員。 

■山本委員 ７ページ（１０）「『仮称 教育指導専門員』の人材配置」のところ

です。目的としてマネジメント強化を図るとありますが、具体的にどういうことを

想定していますか。 

■教育長 氷室教育次長。 
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■教育次長 一例としては、教育長訪問で学校に出向くと、教育長初め教育委員会

の担当がかなり抜けてしまうときがあります。今年度も、そんなときに警報発令が

２回あったり、救急搬送があったり、感染症で学級閉鎖、これは学校の設置者であ

る教育委員会が行うことになっているので、教育委員会に校長から連絡があること

が多々ありましたが、そのときに早く対応し、迅速に学校の支援もできるようにす

るのが目的です。業務の安定化を図ってそういった体制を整え、危機管理体制を保

持しながら教育委員会としてのマネジメント強化も同時に図っていきたいため、こ

の人事配置を計画しています。 

■教育長 山本委員。 

■山本委員 そういう学校運営の、主には例外的な事態や人手が足りない場合など

に、そういうところを補佐する役割ということでしょうか。 

■教育長 氷室教育次長。 

■教育次長 それもありますし、学校長を経験した本当に経験豊かな方なので、Ｐ

ＤＣＡサイクルでいろいろな学校からいろいろな課題が上がってくる中で、教育委

員会として迅速、適切に指導と見届けを行うために配置したいと思っています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 私もそこがちょっと気になっていました。この方がおられるのは教育

委員会事務局の事務所ですか。人数は１人ですか。 

■教育長 氷室教育次長。 

■教育次長 今のところ、教育委員会事務局、いわゆる教育委員会にまずは１人置

くよう予算計上しています。東濃各市を見ても、中津川以外の市ではいろいろな部

署にそういう学校長、管理職ＯＢを置いて迅速、適正に対応するということもある

ので、中津川市では今までいるメンバーで頑張ってやってきたのですが、ここへ来

てそういうものを置きたいと思っています。 

■教育長 学校教育課分について、ほかはいかがでしょうか。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 校内と市の２つの適応児童教室が教育支援センターと名前が変わると

いうことは、大変良いと思います。移動教育委員会でも「変えました」と言えます。 

 あと、去年も話したのですが、学校教育課のまとめ方が、（１）、（２）、

（９）、(１０)などはハード面から題名が書いてあるので、中を読んでいくと、

「こういうことをするためにこういう講師を置く」ということが見えてくる。なの

で、（３）からとは違う。こういうまとめ方しかできないのかなとは思いますが、

せっかく（ア）でさらさ講師を配置するなら、「外国語による言語活動を通して、

コミュニケーションを図る資質能力を高める」という重要なソフトの目的があるの
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で、この辺を太文字にするとか、何か工夫がほしいと思いました。感想です。 

■教育長 ありがとうございました。 

 田島委員。 

■田島委員 私のこだわりだけかもしれませんが。８ページの６行目、「中津川市

の輝くものづくり、誇りのもてる仕事（すご技）のリストアップ」とあります。誇

りのもてる仕事という言葉は、対象になる小学校の生徒に使っているのでしょうか。 

■教育長 氷室教育次長。 

■教育次長 誇りを持てる地域と言いますか、中津川ってすばらしいところだなと

いう。すご技の前と後で子供たちに調査をしています。「中津川で誇れるものはあ

りますか」と。そうすると、行く前は子供たちの中ではあまり高くないのですが、

すご技に行った後では、「こんな誇れることがある」と思う。そんなことを言いた

かったのです。誇れる仕事がどれだとかいうことを言っているわけではないので、

文面をまた変えます。 

■教育長 誤った理解を得てしまうのは残念なことなので、受け取り手がどう読み

取るかを少し客観的に見ていただき、修正の必要があるとご指摘いただいたと思う

ので、修正してください。 

 ほかはよろしいですか。 

 続いて、教育研修所分についてお願いします。 

 山本委員。 

■山本委員 ９ページの学力アッププログラムについて。うちの子供たちもチャレ

ンジ週刊や学力アップのものを持って帰ってきて、渡されて書いたりするのですが、

「適当にやっときなさい」と言ってそのままになったりしています。親も学力アッ

ププログラムにどう向き合っていいのか迷い、忘れた頃にポッと来て１週間やって

出して終わりというところもあります。子供にもですが親にも向けて、こうやると

成果につながるというところを説明していただけるとありがたく思います。見直し

をかけるというのは良いことだと思いました。 

■教育長 橋本委員もご意見があるようですが。 

■橋本委員 私も全く同じで、まとめて「〇」を打つというふうで。確かに見直す

きっかけにはなるのです。テレビの時間を減らすとか本を読むとか。ですが、改定

していただけると嬉しく思います。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 学力アッププログラムも、最初は新鮮で、誰にでも通用する、非常に

基本的なところで良かったのですが、長い間続けてくると、生徒一人一人の学力、

学習能力に対応したものにするには、本当に基本的なところでしか出せない、紙の
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上で簡単にできることしか出せないということになってしまうので、今どうしたら

いいかちょっと分かりませんが、いずれ学力アッププログラムをもう少し中身のあ

るものにしていかないと、表面的なやっつけ仕事のようになってしまうので、本腰

を入れて、今年はちょっと変わったものにしてもらいたいと思っています。 

■教育長 教育研修所長。 

■教育研修所長 学力アッププログラムについては、現在各学校の教務主任の代表

が学力アッププログラム実行委員会という会議を年４回程度行なっています。その

中で、今後学力アッププログラムをどうしていったらいいかを検討し次年度につな

げていくということをやっているのですが、始まって１０年以上経っているこの取

り組みの中で、「本当に成果はあるのか」、「叱ってばかりになっちゃう」、「一

律にやるのは無理、一人一人の子供の実態に応じてやってほしい」など、さまざま

なご意見を頂いています。 

 そんな中で、子供たちがやることは、学力アッププログラムだけで言えば、年の

最初にがんばる宣言をして、それを年３回出して保護者に見ていただくという、本

当に年３回程度の点の動きになってくると思うのですが、点を線につなげる、日常

の取り組みとしてやっていくというところは、やはり学校の力が必要不可欠だと

思っています。ですので、もう一度学力アッププログラムの意義を保護者やＰＴＡ、

市Ｐの方とも含めて説明しながら、来年度は今一度その取組を活性化していきたい

と考えています。 

■教育長 貴重なご意見ありがとうございました。 

 田島委員。 

■田島委員 ９ページに、「『学力アッププログラム』→自分から机に向かうこと

ができる子を目指す」という目標が書いてあるのですが、１１月頃でしたか、中津

川の児童生徒の現状の説明を頂いたところ、中津川の子供たちは、机に向かう時間

が少ないということが出ていました。一体どうやったら机に向かわせることができ

るか。あまりにも子供たちの周りには楽しいことが多過ぎます。ゲーム、画面視聴

など、それは机の前でやっているとは思うのですが、そういう楽しいことがあり過

ぎる中で、なぜ机に向かわないといけないのか、なぜ成績を上げないといけないの

かというのは、やる気の原点のような気がするのです。やる気の原点を探して、ど

うしたらやる気の原点において子供たちがそちらへ向いてくれるかということを、

引っ張ってあげないと、ただ単に自分から机に向かうことができる子を目指しま

しょうと言われても、子供たちは動けないと思います。ゲームや画面視聴よりも楽

しいことが机に向かうことであるのだという形のもっていき方ができないかと考え

ます。いかがでしょうか。難しいとは思うのですが。 
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■教育長 松原教育研修所長。 

■教育研修所長 「自分から机に向かう子」と言ったとき、例えば宿題の出し方だ

と、中学校の子なら「自主学習で自由にやっておいで」ではなく、具体的に今日は

これをやっておいでよとか、授業についても、１時間学んだことが家庭での学習に

つながっていくような授業の終わりを迎えるということが大事になってくると思い

ます。ただ、それ以上に大事だと思うのが、田島委員が言われたところかと思いま

す。こんな自分になりたいとか、そういう願いを大事にした上で机に向かう子とい

うことについて、すご技などもそこにつながると思いますが、研修所でもそうした

動きを大事にしていきたいと思っています。 

■教育長 何かいいアイデアがあったら、またご教示いただけるとありがたく思い

ます。 

 ２回ぐらい前の校長会で話をしました。児童生徒が真顔で、「先生、僕はどうし

て学ばなければならないの？ どうして僕はこんなに辛いのに学校に来なきゃいけ

ないの？」と言ったとき、その言葉を受け止め、笑顔でしっかりと「なぜか」を答

えられる職員を育てていますかという問いを、校長先生方にしました。 

 親も同様だと思います。「なぜ勉強しないといけないの」「どうして学校に行か

ないといけないの」に対して「それはこうだからだよ」と言える保護者、地域の方、

学校で勤める職員になることが今求められていますと。そこをちゃんとやらないと

いけない。そこが原点です。 

 学力アッププログラムはそこにまだ十分に応えられていないのかもしれない。以

前はその理念がちゃんとあったのですが、少し形骸化して、取り組みを継続するこ

とが目的化し、根元にあった理念というか、大人としてのこのプログラムに向かう

構えがちょっと見えなくなってきているのです。私の中では明確な答えがあるし、

中津川市の校長先生方にはそのことが伝えられると思うのですが、その先にうまく

伝わってない気がします。 

 そこに、各単Ｐ等の活動の推進力が少し弱くなっているところも実は関わってい

ると思うのです。これは学校だけでやるものではなく、親も一緒にやるものだから、

特に各単Ｐの本部役員の皆さんに理念を共有していただいて、しっかり発信しても

らうということをやっていたはずなのですが、ちょっとそこが緩んできている。そ

ういったところにもメスを入れて行かないと更新できていかないと思います。 

 原点に返ることももしかしたら結果的にバージョンアップにつながるかもしれな

いので、そこを目指して来年度しっかりやっていきたいと思っています。 

 山本委員。 

■山本委員 １０ページ(８)の教育支援センター等の支援体制の充実（イ）スクー
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ルソーシャルワーカーによる支援について、スクールソーシャルワーカーにはどう

いう方が当たっておられますか。また、具体的にどういうことを行なっておられま

すか、教えてください。 

■教育長 松原教育研修所長。 

■教育研修所長 現在、教育委員会の早川という者がスクールソーシャルワーカー

として勤務しています。子供たちが悩みを抱えているのはもちろんですが、保護者

も悩んでいて相談したいと思っていて、関係機関と繋がっていけばうまくいくので

すが、どうやって繋がったらいいか分からない。そういう保護者に対して、学校を

通じて一緒に面談したり、時にはこちらに来てもらったりこちらから家庭訪問した

りして対応しています。 

■教育長 山本委員。 

■山本委員 私は仕事柄子ども家庭課から相談を受けることがよくあるのですが、

子ども家庭課との連携はどうなっているでしょうか。 

■教育長 松原教育研修所長。 

■教育研修所長 子ども家庭課とはその内容について連携を取っています。今週も

１件家庭訪問があったのですが、それも日時を合わせて一緒に行ったりしていると

聞いています。常に連絡を取り合いながらやっていると思います。 

■教育長 教育研修所分についてはよろしいですか。 

 続いて、幼児教育課分についてお願いします。 

 田島委員。 

■田島委員 １１ページの法人保育所事業のところに、（カ）「研修機会の充実に

よる保育士の資質向上」とあります。（１）の（イ）にも同じものがあります。法

人、公立共に同じものがあるのですが、これは一緒にやっているのでしょうか。 

■教育長 安江幼児教育課長。 

■幼児教育課長 現在も市の研修に法人さんにも声をかけて、一緒にやっているこ

とがあるのですが、少ないので、令和６年度からはもう少し研修も一緒にやってい

きたいということと、普段の保育でも交流をしていけると良いなという思いで、全

部の事業に「研修の充実」を上げました。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 そのように積極的に動いていただくのが一番いいことだと思います。

公立が１５園で、法人は１１園もあり、行く学校は一緒なので、バラつきがあった

ら行き違いや戸惑いも出てくると思います。 

■教育長 続いて、発達支援センターについてお願いします。 

 田島委員。 
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■田島委員 青木さんの移動教育委員会の動画、ありがとうございました。 

 移動教育委員会は、発達支援センターのものは２つとも対面でやらせていただい

ており、そのときに親やＯＢの親たちの寄り場所を上手に作ってくださっていたり、

広報の手助けをしていただいたりしていて、大変喜んでおられることを聴くことが

できました。利用者に寄り添った役に立つ気遣いは本当にすばらしいと思います。

入所者がどんどん増えていく中で気遣いもしていただき、子供たちへのケアも一生

懸命やっておみえです。今後も相手の立場に立ったニーズを探して取り組んでいっ

ていただきたいと思います。 

■教育長 エールを送っていただきました。ありがとうございます。 

 ほかはいかがですか。 

 では、最後に阿木高等学校についてお願いします。 

 橋本委員。 

■橋本委員 阿木高等学校は、通信をやるという選択肢を考えておられますか。 

■教育長 園原阿木高等学校事務長。 

■阿木高等学校事務長 現在、設置条例では定時制のみになっています。通信の考

えは、今は持っておりません。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 阿木高校の教員も県の教員ということですが、阿木高校は地域に根差

した中津川市立の高校で、中津川市阿木だけではなく、まちぐるみで阿木高を支え

るという構想を練っていっていただきたいと思います。中津川で大事な高校という

のを皆さんに意識させるというのはとても大事なことだと思います。例えば教員で

はない相談員のような人を置いて、卒業してからの寄り場にするとか、卒業してか

らも阿木高に気軽に出入りして自分の人生のよりどころにするような相談員を置い

て、それを一つのＰＲポイントにして、たくさんの生徒に来てもらうという構想を

私は考えています。本当に大事な高校ですので、上手に阿木高を活用していただき

たいと思います。 

 たくさんの子供たちが来てくれるには、環境、施設はとても大事だと思います。

阿木高の重要性を、中津川市内全員に知ってもらえれば、予算も付きやすいのでは

ないかと思います。できるだけ跳ね回っていただきたいと思います。 

■教育長 園原阿木高等学校事務長。 

■阿木高等学校事務長 強力なご支援ありがとうございます。ただいまのご意見を

持ち帰り、校長初め教職員に伝えるとともに、検討の材料としていただきたいと思

います。 

■教育長 その他、教育委員会全般でもいいので、何かありましたらお願いします。 
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 ないようですので、文化スポーツ部に移ります。順に説明をお願いします。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■教育長 最初に生涯学習スポーツ部について、ご意見、ご質問があればお願いし

ます。 

 田島委員。 

■田島委員 コミュニティスクールが令和５年度に全部できたということですね。

コミュニティスクールは地域との繋がりということが一つあります。文化スポーツ

部の司っているコミュニティスクールが全部の学校にしっかりと配置されたという

ことなのですが、教育委員会の方の、例えばふるさと学習が入っているところなど

に、コミュニティスクールの範疇のようなところもあるのです。ですが、それが

入ってないので、教育委員会の方とうまくタイアップしておられるのかお聞きしま

す。 

■教育長 早川生涯学習スポーツ課長。 

■生涯学習スポーツ課長 各学校に学校運営協議会が設置されたものをコミュニ

ティスクールと呼びます。その中で、中津川市は学校運営協議会と地域学校協働活

動本部というのがあり、後者は地域の方々が学校を支援するという団体です。これ

には、どこの地域でも、ほぼ同じ方々が選出されるだろうということで一緒になっ

ているので、非常に分かりにくい点があると思います。それについては、既にコ

ミュニティスクールの中に学校運営協議会、地域学校協働活動本部も加えて、その

中で、地域がどんなところで学校の手伝いができるのかを検討していくものになっ

ています。ただ、コミュニティスクールを進めていくコーディネーターがみえて、

その方が地域と学校を結びつけるのですが、地域、コーディネーター、学校とで温

度差があります。今ひとまずは各学校で動き始めたところです。元々コミュニティ

スクールの仕組みは学校の働き方改革の一部でもあり、学校が今以上に忙しくなっ

ては本末転倒なので、そこは地域が押しかけで授業をお願いするわけではなく、

「今学校で行なっていることのこの部分が手伝える、こういうことができたらいい

ね」というのをお聞きしながら、学校と熟議を進めていくことが令和６年以降は必

要になっていると思います。 

 ですので、もちろん学校教育課と連携はしていますが、この紙面に載っているか

載っていないかの部分については、確認が取れてないところですので、ご理解いた

だければありがたく思います。 

■教育長 教育委員会からコメントはありますか。 
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■教育次長 ８ページ（５）に「コミュニティスクールの推進」を上げています。

今年度市内の小中学校全てで始めています。先日付知地区では、付知のまちづくり

の一環として、能登半島地震の協力をしたいとコーディネーターが学校に相談して、

学校地域運営協議会で、募金活動を町の人と子供たちのボランティアで土日に行

なったと聞いています。 

 そのように、地域によってうまくいっているところやまだまだのところがあるか

もしれません。１月３１日に校長会で、地域学校協働活動と学校運営協議会とのタ

イアップの仕方について、お務めいただいている嶋倉先生にご講話いただき、各学

校の今の悩みを聴きながら、各学校が行き詰っているところなども聴きながら、市

全体で盛り上げていこうとしています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 生涯学習課がいつもおっしゃっているのは、地域の活性化、学校への

理解ということです。いいきっかけになると思います。地域の方々一人一人がコ

ミュニティスクールというものを分かり、それが学校の手助けをする組織だという

ことが全部の耳に入るというところまでまずは周知して、進めていただきたいと思

います。 

■教育長 ほかはいかがですか。 

 田島委員。 

■田島委員 １６ページの「スポーツ活動の推進」の（１）から（７）で、地域が

活躍する、一市民１スポーツという部分が読み取れない。地域の方々の、一市民１

スポーツの腰が上がるようにする事業はないのでしょうか。 

■教育長 早川生涯学習スポーツ課長。 

■生涯学習スポーツ課長 いろいろやっている中でなかなか難しいところだと思い

ます。ここに書いてある中では、（１）では、子供に一市民１スポーツを位置付け

ながらスポーツに取り組んでいただきたい、スポーツの良いところを知ってもらい

たいという取り組みです。（２）では、市内の方も参加される中で、市内外に通じ

るものという捉え方ができます。（３）は、中津川市全地区でウォーキングコース

も設置し推奨しています。その辺は健康医療課などとも連携しながら、介護予防の

観点から、まずウォーキングから始めてみよう、ウォーキングが簡単に取り組める

スポーツの一つということで進めています。（３）と（４）が同じような関係のも

のになります。それと、（７）で休日部活動の地域移行が出てきます。学校の部活

動への任意加入により、子供たちが体を動かす機会、スポーツに関わる機会が非常

に減ってきているので、そういったところについてはここの中で全て汲み取れるも

のではないですが、市内の各種団体、例えば体育協会などの社会貢献事業などで、
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トップアスリートが来て走り方やジャンプの仕方を教えてくれたりして、体を動か

す機会を設けています。そういう中から、１週間に１回でもいいので何かに関わっ

てもらえるような機会づくりが少しずつできればということを目指して、地道な活

動を続けていこうと思っています。何かいい案があればぜひご指導ください。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 各地域にスポーツ推進委員がおられます。私は桃山地区に住んでいま

すが、桃山地区にもいて、役員会に来ています。例えばリレーマラソンがあるとか、

ウォーキングをやりますとか、そういう話が少しものぼってきません。とても残念

です。一市民１スポーツを唱え始めてからずいぶん時間が経過しています。健康の

ためにスポーツをするのはとても大事なことだという話を先ほど伺いましたが、本

当に市民一人一人の健康を考えてくださるなら、私に「いい案はありませんか」と

おっしゃいますが、私としては反対に、私の肩を叩いて誘っていただければ行きま

す。なので、本腰を入れ、地域密着で、一人一人に語り掛けるような事業を考えて

実行していただき、本当の一市民１スポーツを奨励していただきたいと思います。 

■教育長 今やオリンピック競技にもなろうとしているＥスポーツは、中津川市が

考えている一市民１スポーツに該当するのか。この点についても考えておいてくだ

さい。ほかはいかがですか。 

 次に、図書館分についてお願いします。 

 田島委員。 

■田島委員 図書館として開けておくだけで利用してくれる人というのは、図書館

あるいは本の役立て方をよく知っている人で、図書館をどう役立てていいのか分か

らない人は利用していないということですよね。図書館ではものすごくいろいろな

角度から利用者を獲得しようと画策していることはよく分かり、よくやっていらっ

しゃると思います。ひと・まちテラスに図書館ができて、新しい利用者を獲得しや

すいと思います。しかし、ひと・まちテラスには来るけど図書館には入らない、ま

た、その方々の生活の中には図書館はないという方々に、どうしたら足を向けても

らえるか。 

 それと、生活や仕事の底辺が広がるようにすごく考えていらっしゃるのはよく分

かります。少しでも豊かな人生の手助けができるように、これからも積極的に動い

ていただきたいと思います。図書館は誰でも利用できる権利があります。それを御

存じない方もおられます。図書がただで借りられるということを知らない方もおら

れます。角度をそちらにも変えて動いていただけるといいと思います。 

■教育長 青木図書館長。 

■図書館長 図書館の資料などを普段と異なる切り口でどう身近に感じてもらうか
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ということに非常に悩んで取り組んでいます。前の図書館と比べると柱がたくさん

できましたので、毎月柱展示というのをしています。旧図書館では１本の柱のとこ

ろで、いろいろな興味を引くような、皆に知ってほしいこと、社会的現象や生活習

慣で気を付けることや秋には運動しようということなど、身近に感じてもらおうと

やっているのですが、やはり来ないといけないということもあります。常に来る人

には目に留まるので意識していただけると思いますが、来ないと意識しないという

ことであるなら、別のアプローチが必要なのかなと、今お話を聞いて再度認識しま

した。異なる切り口で興味を引くということは利用の契機になりますので、そう

いったことを皆意識してやっておりますので、何か案があればぜひ一緒にやってい

けたらいいと思いますのでよろしくお願いします。 

■教育長 ほかはいかがですか。 

 では、文化振興課についてお願いします。 

 山本委員。 

■山本委員 １９ページ（９）の郷土資料の収集・活用について。昨年中津川の

ロータリークラブの事業で、戦前戦後からの中津川市の古い写真を集めて整理する

アーカイブの事業をやっていたと思います。そういうものも含めて、郷土資料の収

集・活用で今後具体的に計画されている事業があれば教えてください。 

■教育長 吉村文化スポーツ部次長。 

■文化スポーツ部次長 アーカイブの件は市の方針もしっかり定まっておらず、あ

まり進んでいない部分もあります。苗木領遠山家の文書は、今、国の補助事業で整

理して、令和６年度に完了するということで、専門家に来ていただいてやっていま

す。具体的にどのように活用していくかというところまでは、今整理している途中

ですので申し上げられないのですが、せっかく収集して整理できたものなので、デ

ジタルでできるのかどうかはこれからの検討になってくると思いますが、できるだ

け皆さんに見ていただけるように、せっかく国の補助を頂いてやっている事業なの

で、活用して展示していきたいと思っています。 

■教育長 具体的なプランができた折には、教育委員会協議会等で報告していただ

けるとありがたいです。 

 ほかはいかがですか。 

 田島委員。 

■田島委員 １９ページの郷土の先人顕彰事業です。前田青邨と熊谷守一と島崎藤

村は名前が挙がっていますが、これは全国区でないといけないのですか。中津川に

は童話の宮口しずえ、これは馬籠の方、そして安江静二、中津川の絵画教室の基に

もなった方、そして、役者絵を描く中川とも、彫刻家も確か坂本の出の方がありま
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す。全国区ではないですが、かなりのインパクトのある方も出ておられますので、

郷土の先人顕彰の、小学校、中学校への市民の出前講座の中で、こういう方々の活

躍も、中津川の小中学生に知らせていただけるとありがたいと思います。いかがで

しょうか。 

■教育長 吉村文化スポーツ部次長。 

■文化スポーツ部次長 ここには継続しているものを中心に挙げました。博物館で

の企画展なども、ここに書いてなくてもやっているものはありますので、どこまで

事業を広げていけるかというところはありますが、そういう機会を設けて、学芸員

の方でそういう準備もできていくと思いますので、できる範囲にはなりますが、こ

こに載っている方以外もぜひやっていきたいと思います。 

■教育長 ほかはいかがですか。 

 では、最後に鉱物博物館分についてお願いします。 

 田島委員。 

■田島委員 鉱物博物館だけなのがとても惜しいです。各館の予定なども見たいと

思いました。鉱物博物館では本当にいろいろな工夫をして実践しておられて、係員

の方々の意気込みが伝わってきます。以前の事業計画書と比べ、記載の量は１０倍

ぐらいあり、格段の差があります。大変頼もしく思っています。コロナ前には鉱物

博物館で音楽や、図書館が本を展示して読み聞かせをやっていました。もうそろそ

ろ復活してもいいかなと思います。鉱物は分からないけど音楽は聴きたいから行く

という方もおられ、鉱物を見てとりこになる方もおられるかもしれません。遠山史

料館で歌舞伎や、最近流行っているキッチンカーで食とのコラボもできるように

なった気がします。 

 それと、コロナ前からですが、教育委員会の現地調査をずっとやっていません。

私が覚えているのは、大井教育長のときにトヨタ美術館に行ったことです。それ以

降はありません。遠いところに行ったり他の地域に行ったりしないで、頑張ってい

る鉱物博物館、中山道資料館、遠山史料館に、ひょっとすると訪れてない方もおら

れるかもしれないので、そういうところに行って頑張り具合を見せていただき激励

したいと思いますが、河合次長、いかがですか。 

■教育長 では、教育委員会の担当課ということで、河合次長からお答えできれば

してください。 

■河合事務局次長 机上で考えていることは書籍や自分の経験値の範疇で決まって

くると思うのですが、やはり、井の中の蛙にならないような、他地域の先進事例や、

逆に「この程度なのか」と自分たちの位置を確かめられるような活動は今後必要か

なと感じました。 
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■教育長 市議会議員が議員としての行政視察をされることもあります。かつては

教育委員にも他市町村の例えば施設や学校等を見ていただく機会を作っていたこと

もあります。ここ４年ぐらいはできませんでした。その前のことは私も不承知です

が。中津川の各館も、４人の委員を同時にご案内してご理解いただく機会も大事だ

と思いますので、担当部、担当課でしっかり検討したいと思います。 

 ほかはいかがですか。 

 それでは、全体を通して何かご質問やご意見があればお願いします。 

 ご異議がなければ、議第１号については、承認ということでよろしいでしょうか。 

 

〔 異議なし 〕 

 

■教育長 議第１号「令和６年度中津川市教育委員会主要事業について」は、原案

どおり承認とします。 

 一点確認します。今日実施予定の教育評価委員会の評価結果を経て、今承認いた

だいた主要事業が変更されなければならないとか、手を加えられる可能性はありま

すか。 

 河合事務局次長。 

■事務局次長 現時点ではないように感じています。 

■教育長 仕事の進め方、順番として、今回どうだったのかを少し気にしています。

事前に評価を受けた上でこの承認がされた方が手続きとしてはいいと思っています。

過去そういうふうにできていたかも私はチェックができていないので、詳細分かり

かねるところが多いのですが、一度確認してみてください。教育評価委員会の評価

結果がこの主要事業の承認に影響があるのかどうか、確認をお願いします。 

■事務局次長 承知しました。 

■教育長 続きまして、議第２号「中津川市教育委員会の附属機関の委員の委嘱に

ついて」提案説明をお願いします。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■教育長 いずれもＪＣの役員改選に伴っての変更です。ただいまの説明につきま

して、ご質問、ご意見等がありましたらお願いします。 

 田島委員。 

■田島委員 承認します。一つ、図書館長に伺いたいのですが、図書館協議会が開

かれていたと思いますが、大学生の水野さんの出席はいかがですか。 
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■教育長 青木図書館長。 

■図書館長 毎回出ていただいています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 ありがたいことです。以前に大学生の方にお願いしたときは一度も出

てくださらなかったということです。非常にいい方を選ばれました。 

 もう一つ、青年会議所のこの方は企業人ということでお入りになるのですが、ホ

ワイトカラー、ブルーカラーという現役で仕事をしている人、スキルアップしたい

とか趣味を楽しみたいとか、社会性を広めたいという方々はおられるとは思うので

すが、一番動いている大人の意見を反映できていないのかなと思い、ちょっと心配

しています。 

■教育長 青木図書館長。 

■図書館長 造詣の深いその分野の方というわけではないのですが、違った切り口

でいろいろな意見をいただくということは、ここの委員ではなく我々も新たな刺激

になると思いますのでそれはそれでいいのかなと思います。ただ、途中で任期が変

わると、いきなり来て資料も事前に読んでも、「何？」ということになるのはどこ

の協議会でも同じだと思います。その点は事前に丁寧に説明させていただいてはい

るのですが、ご本人の感想を直接聞いていませんので、ひょっとするとどこかで

「よく分からないな」と思っているのではないかと少し感じています。なぜかとい

うと、意見がなかなか出しにくいということをいろいろなところで聞いているから

です。 

■教育長 ほかはいかがでしょうか。 

 ご異議がなければ、議第３号については、承認ということでよろしいでしょうか。 

 

〔 異議なし 〕 

 

■教育長 議第２号「中津川市教育委員会の附属機関の委員の委嘱について」は、

原案どおり承認とします。 

 これをもちまして本日の議事は終了しました。委員の皆さん、長時間にわたりあ

りがとうございました。 

 事務局から次回の開催日程について、報告をお願いします。 

河合事務局次長。 

■事務局次長 次回開催日は、令和６年２月１４日、水曜日、１３時３０分から、

ひと・まちテラス１０１活動室にて定例会を開催いたします。 

■教育長 次回は、令和６年２月１４日、水曜日、１３時３０分から、ひと・まち
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テラス１０１活動室にて定例会を開催いたします。 

 以上で、令和６年第１回中津川市教育委員会を終了といたします。お疲れさまで

した。 

 

〔 閉  会 （午後３時５１分）〕 


